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Welcome Party
2初
はじ
めての富
と
山
やま
で
医
い
学
がく
薬
やく
学
がく
教
きょう
育
いく
部
ぶ
　薬
やっ
科
か
学
がく
専
せん
攻
こう
 
博
はかせ
士前
ぜん
期
き
課
か
程
てい
2年
ねん
S
シ リ ポ ー ン
IRIPORN P
プ ッ タ テ ィ ー ラ パ ー プ
HUTTHATIRAPHAP
私
わたし
がタイのマヒドン大
だい
学
がく
の薬
やく
学
がく
部
ぶ
で勉
べん
強
きょう
をしていた頃
ころ
、指
し
導
どう
教
きょう
授
じゅ
からアセアン事
じ
業
ぎょう
の奨
しょうがく
学金
きん
に関
かん
する情
じょう ほう
報をたくさん教
おし
えていただきました。
特
とく
に、私
わたし
の大
だい
学
がく
の先
せん
生
せい
と先
せん
輩
ぱい
が、富
と
山
やま
大
だい
学
がく
医
い
学
がく
薬
やく
学
がく
教
きょう
育
いく
部
ぶ
で学
がくい
位を取
しゅとく
得していたので、富
と
山
やま
大
だい
学
がく
の薬
やくぶつ
物生
せい
理
りがく
学には
有
ゆう
名
めい
な先
せん
生
せい
がいらっしゃることも聞
き
きました。また、富
と
山
やま
は
薬
くすり
では、かなり有
ゆうめい
名で、製
せいやく
薬科
かがく
学に長
ながい
い歴
れきし
史を持
も
っているこ
とも知
し
りました。富
と
山
やま
県
けん
は日
に
本
ほん
の製
せいやく
薬のハブと言
い
われ、薬
くすり
を
国
こくないがい
内外にも供
きょうきゅう
給しています。この様
よう
な理
り
由
ゆう
から研
けん
究
きゅう
を行
おこな
うに
は、最
さいてき
適な場
ばしょ
所だと考
かんが
え富
と
山
やま
大
だい
学
がく
医
い
学
がく
薬
やく
学
がく
教
きょう
育
いく
部
ぶ
と日
にち
医
い
工
こう
製
せい
薬
やく
会
がい
社
しゃ
を選
えら
びました。
富
と
山
やま
大
だい
学
がく
は薬
やく
学
がく
の研
けん
究
きゅう
では、かなり先
せんしんてき
進的であり、調
しら
べて
みると多
た
岐
き
に渡
わた
る多
おお
くの研
けんきゅう
究や書
しょもつ
物の種
しゅるい
類に驚
おどろ
かされまし
た。私
わたし
は、これらの書
しょ
物
もつ
を通
とお
して研
けん
究
きゅう
に対
たい
する洞
どうさつ
察を深
ふか
めな
がら有
ゆう
意
い
義
ぎ
な学
がく
生
せい
生
せい
活
かつ
を送
おく
ることができました。また、キャ
ンパスは郊
こうがい
外に立
りっち
地していますが、とても人
ひと
は優
やさ
しく過
す
ごし
やすい場
ば
所
しょ
でした。その薬
やくぶつ
物生
せいり
理学
がく
研
けんきゅうしつ
究室の一
いち
研
けん
究
きゅう
員
いん
とし
て作
さ
業
ぎょう
を行
おこな
えたことは、とても幸
しあわ
せで誇
ほこ
りに思
おも
います。これ
が私
わたし
の初
はじ
めての海
かいがい
外留
りゅうがく
学ですが、ここでの経
けいけん
験は他
ほか
では味
あじ
わ
えないものだと実
じっ
感
かん
しています。私
わたし
のタイの先
せん
輩
ぱい
は、富
と
山
やま
大
だい
学
がく
の授
じゅぎょう
業はとても刺
しげきてき
激的で深
ふか
く考
かんが
えさせられるものだと言
い
っ
ています。また、富
と
山
やま
で沢
たく
山
さん
の友
ともだち
達も出
で
来
き
、その友
とも
達
だち
に刺
し
激
げき
を受
う
け、私
わたし
も他
ほか
の国
くに
でもっと勉
べん
強
きょう
してみたいと思
おも
うようにな
りました。留
りゅう
学
がく
という経
けいけん
験は貴
きちょう
重なものとなり、将
しょうらい
来のキャ
リアに役
やくだ
立てると思
おも
います。この先
さき
は、日
に
本
ほん
で薬
やく
学
がく
を身
み
につ
け、タイでの経
けいけん
験と比
ひかく
較をしてみたいと思
おも
います。最
さいしゅうてき
終的に
は、タイと日
に
本
ほん
の最
さいぜん
善の実
じっせん
践をその教
きょういく
育と実
じつ
務
む
に盛
も
り込
こ
みた
いです。そして将
しょう
来
らい
は日
に
本
ほん
で修
しゅうとく
得した重
じゅうよう
要な知
ち
識
しき
・技
ぎ
能
のう
を生
い
かして、優
すぐ
れた薬
やくざいし
剤師になれるように頑
がんば
張りたいと思
おも
います。
富
と
山
やま
に来
き
た最
さい
初
しょ
の頃
ころ
は、少
すこ
しさびしさも感
かん
じましたが、住
す
ん
でみると馴
な
染
じ
みやすく、私
わたし
の研
けん
究
きゅう
室
しつ
の教
きょう
授
じゅ
も学
がく
生
せい
たちもとて
も親
しん
切
せつ
で、問
もん
題
だい
があるとすぐに助
たす
けてくれます。そして、金
きん
銭
せん
面
めん
では富
と
山
やま
県
けん
アセアン留
りゅう
学
がく
生
せい
受
うけ
入
いれ
事
じ
業
ぎょう
の奨
しょう
学
がく
金
きん
をいただい
ております。この奨
しょう
学
がく
金
きん
のお蔭
かげ
で、貴
き
重
ちょう
な富
と
山
やま
での時
じ
間
かん
を研
けん
究
きゅう
や勉
べん
強
きょう
に有
ゆうこう
効に使
つか
うことができています。また、私
わたし
は、基
き
本
ほん
的
てき
に日
に
本
ほん
の食
た
べ物
もの
が大
だい
好
す
きです。特
とく
に寿
すし
司はとても美
おい
味し
いので、高
こう
価
か
ではないものを食
た
べに行
い
きます。現
げんざい
在は授
じゅ
業
ぎょう
に
出
で
て、専
せん
門
もん
知
ち
識
しき
を増
ふ
やすために日
にち
夜
や
勉
べん
学
がく
に励
はげ
んでいます。し
かしながら、ほとんどの講
こう
義
ぎ
は、日
に
本
ほん
語
ご
で行
おこな
われているため、
まだ日
に
本
ほん
語
ご
を充
じゅう
分
ぶん
に理
りかい
解できない私
わたし
にとっては、時
とき
折
おり
スライ
ドに出
で
てくる英
えい
語
ご
の専
せん
門
もん
用
よう
語
ご
以
いがい
外は飲
の
み込
こ
むのに時
じ
間
かん
がかか
ります。そんな時
とき
は、研
けん
究
きゅう
室
しつ
の仲
なか
間
ま
がよく助
たす
けてくれ、関
かん
連
れん
する必
ひつ
要
よう
な資
し
料
りょう
などを紹
しょう
介
かい
してくれます。近
ちか
い将
しょう
来
らい
、教
きょう
授
じゅ
の
教
おし
えてくれる内
ない
容
よう
を全
すべ
て理
り
解
かい
できるよう、これからも一
いっ
生
しょう
懸
けん
命
めい
に頑
がん
張
ば
ります。
留
りゅう
学
がく
後
ご
の生
せい
活
かつ
工
こう
学
がく
部
ぶ
　機
き
械
かい
知
ち
能
のう
システム工
こう
学
がく
科
か
2年
ねん
竹
たけうち
内　勝
かつ
哉
や
私
わたし
は、１年
ねん
生
せい
の春
はる
休
やす
みに大
だい
学
がく
のプログラムで１ヶ
か
月
げつ
間
かん
アメ
リカへ短
たん
期
き
留
りゅう
学
がく
しました。そこでは、ともに語
ご
学
がく
学
がっ
校
こう
で学
まな
ぶ
学
がく
生
せい
、現
げん
地
ち
で日
に
本
ほん
語
ご
を学
まな
ぶ学
がく
生
せい
など100人
にん
もの人
ひと
と出
で
会
あ
い多
おお
くの刺
し
激
げき
を受
う
けました。そして、異
い
文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
をはじめとする
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
の楽
たの
しさを体
たい
感
かん
しました。
帰
き
国
こく
後
ご
、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
の楽
たの
しさを知
し
った私
わたし
は、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センター
へ通
かよ
い、富
と
山
やま
大
だい
学
がく
へ留
りゅう
学
がく
に来
き
た学
がく
生
せい
と交
こう
流
りゅう
するようになりま
した。今
いま
は、日
に
本
ほん
に来
き
て間
ま
もない留
りゅう
学
がく
生
せい
に学
がく
内
ない
や大
だい
学
がく
周
しゅう
辺
へん
を
案
あん
内
ない
したり、会
かい
話
わ
をしながらその中
なか
で日
に
本
ほん
語
ご
を教
おし
えたりして
います。「～じゃない？」など、ちょっとした語
ご
尾
び
の変
へん
化
か
が
留
りゅう
学
がく
生
せい
、日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
にとってはとても難
むずか
しいことだと気
き
づ
かされました。留
りゅう
学
がく
生
せい
に、より「日
に
本
ほん
人
じん
」になってもらうた
めに、日
に
本
ほん
語
ご
の授
じゅ
業
ぎょう
ではあまり教
おし
えてもらえないネイティブ
だからこそ使
つか
う言
こと
葉
ば
を教
おし
えることがとても楽
たの
しいです。
また、去
きょ
年
ねん
の夏
なつ
休
やす
みには留
りゅう
学
がく
先
さき
で出
で
会
あ
った友
とも
達
だち
に会
あ
うため
一
ひと
人
り
で台
たい
湾
わん
へ旅
りょ
行
こう
に行
い
きました。一
ひと
人
り
であるため、留
りゅう
学
がく
の時
とき
とは異
こと
なり、周
まわ
りに日
に
本
ほん
語
ご
が話
はな
せる人
ひと
は一
ひと
人
り
もおらず助
たす
けて
もらうことはできません。また、私
わたし
は中
ちゅう
国
ごく
語
ご
がほとんど分
わ
か
りません。そんな中
なか
、2
ふつ
日
か
目
め
の夜
よる
、ホステルで南
なん
京
きん
錠
じょう
のカギ
をロッカーに入
い
れたままロックしてしまうといったミスをし
てしまいました。しかし、隣
となり
に宿
しゅく
泊
はく
していた台
たい
湾
わん
人
じん
の方
かた
に簡
かん
単
たん
な英
えい
語
ご
と身
み
振
ぶ
り手
て
振
ぶ
りで、必
ひっ
死
し
に助
たす
けを求
もと
めたところ、ホ
ステルのスタッフに事
じ
情
じょう
を話
はな
していただけ、さらに、日
に
本
ほん
語
ご
が話
はな
せる友
ゆう
人
じん
に電
でん
話
わ
をかけ対
たい
処
しょ
方
ほう
法
ほう
を詳
くわ
しく説
せつ
明
めい
していた
だきました。そして彼
かれ
のお蔭
かげ
で、何
なん
とか解
かい
決
けつ
することができ
ました。このようなトラブルも起
お
きましたが、友
ゆう
人
じん
や現
げん
地
ち
の
方
かた
々
がた
のおかげで旅
りょ
行
こう
を楽
たの
しむことができ、同
どう
時
じ
に、自
じ
分
ぶん
に自
じ
信
しん
が持
も
てるようになった旅
りょ
行
こう
となりました。
私
わたし
は元
もと
々
もと
海
かい
外
がい
に興
きょう
味
み
を持
も
っていましたが、留
りゅう
学
がく
に行
い
くまで
は学
がく
内
ない
にいる留
りゅう
学
がく
生
せい
に話
はな
しかけてみるといった小
ちい
さな一
いっ
歩
ぽ
が
踏
ふ
み出
だ
せずにいました。しかし短
たん
期
き
ですが、思
おも
い切
き
って留
りゅう
学
がく
することによって、自
じ
分
ぶん
を成
せい
長
ちょう
させるきっかけを手
て
に入
い
れる
ことができました。もし、留
りゅう
学
がく
を含
ふく
め海
かい
外
がい
に少
すこ
しでも興
きょう
味
み
が
学生からのメッセージ
がくせい
3ある方
かた
は是
ぜ
非
ひ
一
いち
度
ど
、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターを訪
おとず
れてみてください。
あなたと話
はな
しをしたい留
りゅう
学
がく
生
せい
や頼
たよ
りになる先
せん
生
せい
が待
ま
っていま
す。
国
こく
際
さい
線
せん
ターミナルにいます
経
けい
済
ざい
学
がく
研
けん
究
きゅう
科
か
　企
き
業
ぎょう
経
けい
営
えい
専
せん
攻
こう
2年
ねん
松
まつ
田
だ
　靖
やす
子
こ
お昼
ひる
に食
た
べたピザにはパイナップルがのっていました。ハ
ワイ風
ふう
だそうです。また新
あたら
しい味
あじ
を発
はっ
見
けん
してしまいました。
今
いま
、ロサンゼルスの空
くう
港
こう
でホンジュラスへの乗
の
り継
つ
ぎ便
びん
を待
ま
っ
ています。これから、大
だい
学
がく
で知
し
り合
あ
った友
ゆう
人
じん
に会
あ
いに行
い
きま
す。
日
に
本
ほん
とは違
ちが
うどこかに行
い
くというだけで、期
き
待
たい
と不
ふ
安
あん
が入
い
り混
ま
じります。外
がい
国
こく
では、友
とも
達
だち
に会
あ
う、勉
べん
強
きょう
をする、観
かん
光
こう
を
する、おいしいものを食
た
べる…といったことしかしていませ
んが、やはり特
とく
別
べつ
なイベントです。あと何
なん
回
かい
海
かい
外
がい
に出
で
たとし
ても、この気
き
持
も
ちが落
お
ち着
つ
く日
ひ
は来
こ
ないのではないでしょう
か。
大
だい
学
がく
生
せい
になってから、アメリカのボストンとロシアのモス
クワに一
いっ
か月
げつ
ずつ語
ご
学
がく
留
りゅう
学
がく
をし、中
ちゅう
国
ごく
の大
だい
連
れん
には半
はん
年
とし
、交
こう
換
かん
留
りゅう
学
がく
をしました。留
りゅう
学
がく
なんて夢
ゆめ
の話
はなし
だと思
おも
っていたので、よ
く実
じつ
現
げん
したものだと不
ふ
思
し
議
ぎ
な気
き
分
ぶん
です。
私
わたし
は全
すべ
ての留
りゅう
学
がく
計
けい
画
かく
を留
りゅう
学
がく
生
せい
センターで立
た
てました。留
りゅう
学
がく
生
せい
センターとは今
いま
の国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターの前
ぜん
身
しん
です。留
りゅう
学
がく
の決
けつ
断
だん
、パスポートの申
しん
請
せい
、語
ご
学
がく
学
がっ
校
こう
の選
せん
択
たく
、書
しょ
類
るい
の作
さく
成
せい
、大
だい
学
がく
の連
れん
絡
らく
など、先
せん
生
せい
や先
せん
輩
ぱい
、留
りゅう
学
がく
生
せい
たちには何
なに
から何
なに
まで助
たす
け
てもらいました。帰
き
国
こく
後
ご
の報
ほう
告
こく
も含
ふく
めて、常
つね
にセンターが拠
きょ
点
てん
でした。
初
はじ
めてセンターを訪
たず
ねたのは、入
にゅう
学
がく
式
しき
の翌
よく
日
じつ
です。どんな
人
ひと
たちがいるのだろうと覗
のぞ
いてみたら、ガーナとインドネシ
アの留
りゅう
学
がく
生
せい
がいました。今
こん
回
かい
会
あ
いに行
い
くホンジュラスの友
ゆう
人
じん
もここで出
で
会
あ
いました。まるで国
こく
際
さい
線
せん
のターミナルです。世
せ
界
かい
中
じゅう
から学
がく
生
せい
が集
あつ
まってきて、聞
き
き慣
な
れない言
こと
葉
ば
が飛
と
び交
か
っ
ています。学
がく
内
ない
にあるのに、日
に
本
ほん
であることがわからなくな
るほどです。
センターに通
かよ
っていると、いつの間
ま
にか留
りゅう
学
がく
の準
じゅん
備
び
が整
ととの
っ
ていました。留
りゅう
学
がく
生
せい
たちの故
こ
郷
きょう
の話
はなし
を聞
き
くと、まだ知
し
らない
世
せ
界
かい
にワクワクしてきます。海
かい
外
がい
に気
き
持
も
ちが向
む
かったとき、
先
せん
生
せい
たちはそっと背
せ
中
なか
を押
お
してくれます。私
わたし
はここで世
せ
界
かい
と
つながり始
はじ
めました。
今
こん
回
かい
の旅
たび
もまるで、センターというターミナルでチェック
インまで済
す
ませてきたみたいです。ホンジュラスの留
りゅう
学
がく
生
せい
に出
で
会
あ
い、先
せん
生
せい
方
がた
から勧
すす
められ、ここまで来
き
てしまいました。
荷
に
物
もつ
だけは家
いえ
で準
じゅん
備
び
してきました。スーツケースのほとんど
を、すし酢
ず
、唐
から
揚
あ
げ粉
こ
、カレー粉
こ
、そしてコチュジャン（朝
ちょう
鮮
せん
料
りょう
理
り
の調
ちょう
味
み
料
りょう
）が占
し
めています。これらのお土
みやげ
産は喜
よろこ
んで
もらえるでしょうか。さて、そろそろ搭
とう
乗
じょう
の時
じ
間
かん
です。
富
と  や ま
山での留
りゅう
学
がく せい
生生
せい かつ
活
理
り がく ぶ
学部生
せい ぶつ
物学
がっか
科4年
ねん
C
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私
わたし
の日
に
本
ほん
への留
りゅう
学
がく
はタイ政
せい
府
ふ
の奨
しょう
学
がく
金
きん
を得
え
ることで叶
かな
いま
した。そして、日
に
本
ほん
での生
せい
活
かつ
は東
とう
京
きょう
から始
はじ
まりました。その
頃
ころ
は日
に
本
ほん
語
ご
が全
まった
くできなかったのですが、1年
ねん
半
はん
ぐらいの期
き
間
かん
で日
に
本
ほん
語
ご
を勉
べん
強
きょう
し、大
だい
学
がく
に入
はい
らなければなりませんでした。
幸
さいわ
い富
と
山
やま
大
だい
学
がく
に合
ごう
格
かく
し富
と
山
やま
県
けん
での生
せい
活
かつ
が始
はじ
まることになりま
した。その時
とき
はうれしかったのですが、大
だい
学
がく
に入
はい
る前
まえ
も大
たい
変
へん
なことが多
おお
かったので、これからはもっと大
たい
変
へん
なことがたく
さんあるような不
ふ
安
あん
を感
かん
じていました。
その不
ふ
安
あん
は的
てき
中
ちゅう
し、東
とう
京
きょう
から富
と
山
やま
県
けん
に引
ひ
っ越
こ
しする時
とき
か
ら困
こま
ったことが始
はじ
まりました。例
たと
えば、アパートを探
さが
したり、
契
けい
約
やく
したり、市
し
役
やく
所
しょ
で健
けん
康
こう
保
ほ
険
けん
の手
て
続
つづ
きをしたり、買
か
い物
もの
を
する場
ば
所
しょ
を探
さが
すことさえ大
たい
変
へん
でした。大
だい
学
がく
では、授
じゅ
業
ぎょう
を登
とう
録
ろく
することも困
こん
難
なん
なことで、誰
だれ
も知
し
り合
あ
いがいない私
わたし
には、つら
い毎
まい
日
にち
でした。そんな頃
ころ
、大
だい
学
がく
の掲
けい
示
じ
板
ばん
で国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センター
を知
し
り、行
い
ってみようと思
おも
いました。初
はじ
めは、センターがど
んな所
ところ
かもわからず、相
そう
談
だん
できるのかな？と心
しん
配
ぱい
したけれど、
センターの人
ひと
は私
わたし
にアドバイスしてよく手
て
伝
つだ
ってくれました。
時
とき
々
どき
、センターの人
ひと
だけではなく、周
まわ
りの留
りゅう
学
がく
生
せい
や日
に
本
ほん
人
じん
学
がく
生
せい
も助
たす
けてくれました。皆
みな
さんは、本
ほん
当
とう
に優
やさ
しかったです。
そのようにして、富
と
山
やま
での留
りゅう
学
がく
生
せい
生
せい
活
かつ
が始
はじ
まりました。 富
と
山
やま
大
だい
学
がく
で過
す
ごしたこの4年
ねん
間
かん
は本
ほん
当
とう
にたくさんの人
ひと
と出
で
会
あ
え
たし、ためになるアドバイスもたくさんいただきました。
いつもセンターで皆
みな
さんと面
おも
白
しろ
い話
はなし
をしたり、笑
わら
ったり、
一
いっ
緒
しょ
にイベントをしたりして、本
ほん
当
とう
に楽
たの
しい思
おも
い出
で
が一
いっ
杯
ぱい
で
きました。今
いま
、振
ふ
り返
かえ
ってみると私
わたし
の留
りゅう
学
がく
生
せい
生
せい
活
かつ
は、ほとん
ど国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターで過
す
ごしたように思
おも
います。
卒
そつ
業
ぎょう
が近
ちか
づき富
と
山
やま
大
だい
学
がく
、そして国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターで出
で
会
あ
っ
た皆
みな
さんとの別
わか
れを寂
さび
しく感
かん
じることが多
おお
くなりました。出
で
会
あ
った皆
みな
さんに伝
つた
えたいことは、自
じ
分
ぶん
の将
しょう
来
らい
とか自
じ
分
ぶん
の進
すす
む
べき道
みち
は、迷
まよ
い、思
おも
い悩
なや
むことが多
おお
いと思
おも
いますが、自
じ
分
ぶん
の
責
せき
任
にん
で選
えら
んだ道
みち
を突
つ
き進
すす
んで欲
ほ
しいと思
おも
います。そのために
は、沢
たく
山
さん
の人
ひと
と沢
たく
山
さん
話
はな
してください。そして、私
わたし
は皆
みな
さんと
またいつの日
ひ
か会
あ
えると強
つよ
く信
しん
じています。その日
ひ
まで、私
わたし
のことを忘
わす
れないでください。私
わたし
も皆
みな
さんのことをずっと…
ずっと忘
わす
れません。本
ほん
当
とう
にお世
せ
話
わ
になりました。
4国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センター掲
けい
示
じ
板
ばん
（五
ご
福
ふく
キャンパス）
コンサルテーション
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
サークル PARTNERS
４
し
月
がつ
と1
じゅう
0月
がつ
にはWelcome Partyを開
かい
催
さい
する
予
よ
定
てい
です。各
かく
催
もよお
しに関
かん
する案
あん
内
ない
は国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
セ
ンター内
ない
に随
ずい
時
じ
掲
けい
示
じ
します。みなさん、ふる
ってご参
さん
加
か
ください。
※PARTNERSとは、富
と
山
やま
大
だい
学
がく
に通
かよ
う外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
と日
に
本
ほん
人
じん
学
がく
生
せい
との交
こう
流
りゅう
と留
りゅう
学
がく
生
せい
のサポー
トを目
もく
的
てき
として立
た
ち上
あ
げられた学
がく
生
せい
の課
か
外
がい
活
かつ
動
どう
団
だん
体
たい
です。
富
と
山
やま
大
だい
学
がく
で学
まな
ぶ外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
のみなさん、
海
かいがい
外への留
りゅう
学
がく
を目
め ざ
指すみなさんを対
たい
象
しょう
に、
相
そうだん
談に応
おう
じています。
担
たん
　　当
とう
：バハウ　サイモン　ピーター教
きょう
員
いん
実
じっ
施
し
日
にち
時
じ
：火
か
曜
よう
日
び
　3限
げん
・木
もく
曜
よう
日
び
　3限
げん
相
そう
談
だん
予
よ
約
やく
・問
とい
合
あ
わせは、下
か
記
き
事
じ
務
む
室
しつ
まで
◆申
もうしこみ
込・問
とい
合
あわせ
先
さき
　☎076-445-6106
　cier@adm.u-toyama.ac.jp
センターには「留
りゅう
学
がく
情
じょう
報
ほう
資
し
料
りょう
室
しつ
」もあります。
〈日
にち
　時
じ
〉	 2018年
ねん
4月
がつ
6日
か
（金
きん
）17：30〜
〈場
ば
　所
しょ
〉	 共
きょう
通
つう
教
きょう
育
いく
棟
とう
C11番
ばん
教
きょう
室
しつ
※先
せん
輩
ぱい
に手
て
伝
つだ
ってもらいながら、履
り
修
しゅう
する
授
じゅ
業
ぎょう
の時
じ
間
かん
割
わり
を作
つく
ります。学
がく
部
ぶ
新
しん
入
にゅう
外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
は、ぜひ出
しゅっ
席
せき
してください。
◆連
れん
絡
らく
先
さき
　☎076-445-6972（副
そえ
島
じま
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
学
がく
部
ぶ
新
しん
入
にゅう
外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
のための時
じ
間
かん
割
わり
作
さく
成
せい
オリエンテーション
〈日
にち
　　時
じ
〉	 2018年
ねん
5月
がつ
18日
にち
（金
きん
）12：45集
しゅう
合
ごう
〈見
けん
学
がく
場
ば
所
しょ
〉	 五
ご
百
ひゃく
羅
ら
漢
かん
・富
と
山
やま
市
し
民
みん
俗
ぞく
民
みん
芸
げい
村
むら
留
りゅう
学
がく
生
せい
と日
に
本
ほん
人
じん
学
がく
生
せい
との「交
こう
流
りゅう
」を目
もく
的
てき
とした見
けん
学
がく
です。
詳
しょう
細
さい
については、後
ご
日
じつ
掲
けい
示
じ
にてお知
し
らせします。
スタディ・エクスカーション
〈日
にち
　時
じ
〉2018年
ねん
4月
がつ
4日
か
（水
すい
）11：30〜13：00
〈場
ば
　所
しょ
〉共
きょう
通
つう
教
きょう
育
いく
棟
とう
4階
かい
A43番
ばん
教
きょう
室
しつ
　　　　　※日
に
本
ほん
語
ご
課
か
外
がい
補
ほ
講
こう
の受
じゅ
講
こう
希
き
望
ぼう
者
しゃ
は、このオリ 
　　　　　　エンテーションに参
さん
加
か
してください。
◆連
れん
絡
らく
先
さき
　☎076-445-6271（小
お
木
ぎ
曽
そ
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
2018年
ねん
度
ど
前
ぜん
期
き
日
に
本
ほん
語
ご
課
か
外
がい
補
ほ
講
こう
オリエンテーション
連
れん
絡
らく
先
さき
　☎076-445-6106（センター事
じ
務
む
室
しつ
）
富
と
山
や ま
大
だ い
学
が く
国
こ く
際
さ い
交
こ う
流
りゅう
センターは、外
が い
国
こ く
人
じ ん
留
りゅう
学
が く
生
せ い
の受
う け い れ
入・支
し
援
え ん
、学
が く せ い
生の海
か い
外
が い
留
りゅう
学
が く
の支
し
援
え ん
、海
か い
外
が い
学
が く
術
じゅつ
交
こ う
流
りゅう
協
きょう
定
て い
校
こ う
との
学
が く
生
せ い
交
こ う
流
りゅう
に関
か ん
する連
れ ん ら く
絡・調
ちょう
整
せ い
、外
が い
国
こ く
人
じ ん
留
りゅう
学
が く
生
せ い
に対
た い
する日
に
本
ほ ん
語
ご
・日
に
本
ほ ん
事
じ
情
じょう
教
きょう
育
い く
、その他
た
の国
こ く
際
さ い
交
こ う
流
りゅう
に関
か ん
する諸
し ょ
業
ぎょう
務
む
、留
りゅう
学
が く
生
せ い
教
きょう
育
い く
・国
こ く
際
さ い
交
こ う
流
りゅう
に関
か ん
する調
ちょう
査
さ
及
お よ
び研
け ん
究
きゅう
などをその業
ぎょう
務
む
としています。詳
く わ
しくはホームページをご覧
ら ん
ください。〈http://www.ier.u-toyama.ac.jp/〉留
りゅう
学
がく
や国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
等
など
に関
かんしん
心のある富
と
山
やま
大
だい
学
がく
の学
がく
生
せい
のみなさん、
気
き
軽
がる
に足
あし
を運
はこ
んでください。
